
西

暦

六
八
五

七
〇
一

七
二
二

八
〇
四

八
一
五

一
〇
七
一

二
八
一

一
一
八
五

大
宝
元

和
銅
6

廷
暦
2
3

弘
仁
6

延
久
3

糞
和
元

文
治
元

延
元
2

(
南
朝
)

建
武
4

(
北
朝
)

永
正
5

河
村
の
あ
ゆ
み

面

河

村

関

連

事

項

・
役
小
角
が
石
鎚
山
に
登
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

・
菅
生
山
大
宝
寺
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
(
現
・
久
万
町
)

・
笠
方
の
八
社
神
社
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

・
中
組
の
三
社
神
社
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

・
海
岸
山
岩
屋
寺
、
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
(
現
・
美
川
村
)

・
本
組
の
八
幡
神
社
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

・
河
野
通
滞
、
平
氏
に
背
い
て
兵
を
挙
げ
る

●
2
月
、
河
野
通
信
、
源
義
経
の
軍
に
加
わ
る

・
平
氏
一
門
、
長
門
・
壇
の
浦
の
戦
い
に
敗
れ
滅
ぶ

●
一
遍
上
人
、
岩
屋
寺
で
修
行

・
河
野
氏
、
浮
穴
郡
久
万
郷
、
小
田
郷
を
支
配

●
河
野
通
盛
、
湯
築
城
を
築
く

・
土
佐
国
中
村
で
一
条
氏
全
盛

・
河
野
氏
、
こ
の
こ
ろ
久
万
郷
明
神
村
に
大
除
城
築
く
。
大
野
直
家
入
城
、

土
佐
勢
に
備
え
る

・
土
佐
一
条
氏
、
久
万
山
に
侵
入
。
大
除
城
主
大
野
直
昌
こ
れ
を
撃
退

・
笹
ケ
峠
(
今
の
大
野
ケ
原
)
で
、
大
野
直
呂
、
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
と
戦

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

・
6
月
、
豊
臣
秀
吉
配
下
の
小
早
川
隆
景
、
伊
予
に
進
攻
。
道
後
の
湯
築
城

を
攻
め
る

・
8
月
、
大
野
氏
の
主
家
・
河
野
通
直
、
小
早
川
軍
に
降
伏
。
大
野
直
昌
も

降
伏
し
、
大
除
城
を
開
城

●
加
藤
嘉
明
、
勝
山
に
城
を
築
き
入
城

.
嘉
明
の
重
臣
。
佃
十
成
、
久
万
山
を
治
め
る

●
こ
の
こ
ろ
か
ら
北
番
村
は
柵
野
村
、
大
味
川
村
、
直
滅
相
の
三
村
に
分
か

れ
た
と
い
う
(
『
久
万
山
手
鑑
』
)

・
大
野
氏
の
部
下
、
中
川
氏
、
菅
氏
、
高
同
氏
ら
、
大
味
川
に
落
ち
の
び
定

住
。
の
ち
「
大
味
川
六
人
衆
」
と
呼
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

●
江
戸
時
代
は
松
山
藩
浮
穴
郡
北
番
村
に
属
す

・
松
平
走
行
、
桑
名
か
ら
松
山
へ
封
じ
ら
れ
る

●
こ
の
こ
ろ
走
行
、
久
万
山
に
茶
の
栽
培
を
勧
め
る

●
こ
の
こ
ろ
木
地
師
、
大
味
川
や
柵
野
に
入
山
す
る

・
享
保
の
大
飢
饉
。
6
月
か
ら
の
長
雨
で
、
ウ
ン
カ
大
発
生
。
稲
は
枯
れ
る
。

松
山
藩
内
の
餓
死
者
約
三
千
五
百
人
。
牛
馬
約
四
千
顕
。
久
万
山
も
大
被

害
を
受
け
た
と
い
う

・
こ
の
こ
ろ
の
幹
線
道
路
は
、
笠
方
̃
割
石
崎
を
経
て
三
内
村
問
屋
に
通
ず

る
「
割
石
崎
ル
ー
ト
」
だ
っ
た

・
焼
畑
農
業
が
行
わ
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ヒ
工
、
麦
な
ど
を
栽
培

・
こ
の
こ
ろ
柵
野
村
と
大
味
川
村
の
人
口
、
合
わ
せ
て
千
八
百
五
十
人
(
『
久

万
山
手
鑑
』
)

・
3
月
、
久
万
山
一
揆
起
こ
る
。
7
月
、
農
民
約
三
千
人
、
大
洲
領
へ
逃
散
。

8
月
、
帰
村

・
4
月
2 

1
日
、
相
野
か
ら
松
山
城
天
守
閣
に
使
う
材
木
運
び
出
す
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一
八
六
八

一
八
七
一

一
八
七
三

一
八
七
五

一
八
七
六

一
八
七
七

一
八
七
八

一
八
八
六

一
八
九
〇

一
八
九
二

一
八
九
三

一
九
〇
二

一
九
〇
九

一
九
二
一

明
治
元

明
治
4

明
治
6

明
治
8

明
治
9

明
治
1
0

明
治
‖

明
治
1
9

明
治
2
3

明
治
2
5

明
治
2
6

明
治
3
5

明
治
4
2

明
治
4
5

・
明
治
維
新
。
こ
の
こ
ろ
黒
森
街
道
開
通

・
8
月
1 

4
日
、
久
万
山
騒
動
起
こ
る
。
旧
藩
主
の
東
京
移
住
に
反
対
し
、
久

万
山
の
農
民
蜂
起

(
8
月
2 

0
日
、
軍
隊
が
鎮
圧
)

・
2
月
2 

0
日
、
愛
媛
県
誕
生

こ
の
こ
ろ
、
村
内
に
植
林
本
格
化

・
味
川
小
学
校
(
大
味
川
村
)
、
敬
身
小
学
校
(
柵
野
村
)
な
ど
創
立

・
石
墨
小
学
校
、
若
山
小
学
校
創
立

・
渋
革
に
屋
根
付
き
の
「
青
嵐
橋
」
架
設

・
上
浮
穴
郡
(
四
十
四
村
)
誕
生

・
8
月
、
大
暴
風
、
洪
水
。
人
家
・
畑
作
に
被
害

・
榊
野
村
と
大
味
川
村
合
併
し
、
榊
川
村
と
な
る

・
渋
革
に
役
場
を
設
置

・
8
月
、
四
国
新
道
・
松
山
̃
高
知
間
完
工
。
三
振
峠
で
完
工
式

・
渋
革
尋
常
小
学
校
設
置

・
3
月
1
日
、
渋
革
に
柵
野
郵
便
局
開
設
。
郵
便
料
金
、
ハ
ガ
キ
一
枚
一
銭

五
厘

・
1 

0
月
、
海
南
新
聞
社
の
「
面
河
探
勝
団
」
来
る
。
面
河
観
光
の
幕
開
け

・
6
月
3 

0
日
、
柵
川
村
渋
革
に
消
防
組
で
き
る
(
組
員
五
十
人
)

大西旅館と屋根付き橋(戦前)

昭
和
8
年
、
面
河
漢
が
文
部
省
指
定
の
名
勝
地
と
な
る

一
九
一
九

一
九
二
五

一
九
三
三

一
九
三
四

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
四
一

大
正
8

大
正
1
4

昭
和
8

昭
和
9

昭
和
1
1

昭
和
1
2

昭
和
1
3

昭
和
1
6

・
中
予
自
動
車
設
立
。
久
万
̃
松
山
問
の
定
期
便
開
通

・
4
月
1 

6
日
、
相
川
橋
完
成

・
3
月
6
日
、
面
河
郵
便
局
で
電
話
開
通
。
当
初
加
入
二
台
(
役
場
と
郵
便
局
)

・
面
河
渓
、
文
部
省
指
定
の
名
勝
地
と
な
る

・
2
月
1
日
、
伊
予
鉄
バ
ス
・
御
三
戸
̃
渋
草
間
開
通
(
運
賃
一
円
三
十
銭
)

・
国
鉄
バ
ス
・
松
山
̃
久
万
聞
達
行
開
始

・
若
山
に
中
ケ
市
橋
完
成

・
柚
川
村
を
面
河
村
と
改
名

・
面
河
村
役
場
を
新
築

・
こ
の
こ
ろ
石
墨
小
学
校
で
給
食
開
始
。
昭
和
2 

0
年
2
月
に
も
全
員
に
「
み

そ
汁
給
食
」
を
実
施

・
竹
谷
か
ら
本
組
ま
で
電
気
導
入
。
初
め
て
一
椴
家
庭
に
電
灯
が
と
も
る

・
4
月
、
県
道
久
万
若
山
線
開
通

・
太
平
洋
戦
争
起
こ
る
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一
九
四
七

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

昭
和
2
2

昭
和
2
8

昭
和
2
9

昭
和
的

昭
和
3
1

昭和20年の枕崎台風は村内に多くの爪跡を

残した。水害に見舞われた机I看I橋付近

・
7
月
2 

6
日
、
渋
革
八
幡
神
社
、
米
軍
機
の
空
襲
で
焼
失

・
8
月
1 

5
日
、
太
平
洋
戦
争
終
結

●
9
月
、
枕
崎
台
風
の
影
響
で
村
内
の
橋
梁
、
畑
作
に
被
害
多
数

・
渋
革
で
火
災
(
二
十
二
様
焼
失
)

・
4
月
5
日
、
戦
後
初
の
統
一
地
方
選
挙

・
学
制
改
革
に
よ
り
面
河
中
学
校
創
立

●
大
成
・
カ
ツ
ラ
の
樹
、
県
天
然
記
念
物
に
指
定

●
面
河
小
学
校
・
城
山
小
学
校
を
統
合
、
面
河
第
一
小
学
校
と
な
る

●
面
河
村
第
一
・
第
二
森
林
組
合
を
解
散
し
、
面
河
村
森
林
組
合
を
設
立

・
石
鎚
山
、
国
定
公
園
に
指
定

・
1 

2
月
、
県
道
黒
森
線
開
通

・
渋
革
幼
児
学
級
開
設

・
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
開
設

・
新
農
村
(
開
田
)
事
業
実
施
開
始
(
本
組
・
中
組
)

・
面
河
ダ
ム
起
工
式

・
西
浦
林
道
開
通

・
児
童
扶
養
手
当
支
給
開
始

・
相
の
峯
林
道
開
通

・
大
成
林
道
開
通

・
面
河
ダ
ム
完
成

●
こ
の
こ
ろ
、
「
焼
畑
農
業
」
姿
消
す

●
面
河
村
内
各
学
校
で
給
食
を
開
始

・
渋
革
で
火
災
(
四
棟
焼
失
三
名
焼
死
)

・
村
営
国
民
宿
舎
「
面
河
」
完
成

・
2
月
2 

6
日
、
面
河
村
消
防
団
で
き
る

・
村
道
幸
成
線
開
通

・
皿
ケ
嶺
連
峰
が
県
立
自
然
公
園
に
指
定

・
4
月
1
日
、
笠
方
小
学
校
、
渋
革
小
学
校
に
統
合

・
面
河
自
然
休
養
村
「
国
民
の
森
」
指
定

・
県
営
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

・
面
河
少
年
自
然
の
家
開
設

・
老
人
医
療
費
(
七
十
歳
以
上
)
無
料
化

・
面
河
村
観
光
セ
ン
タ
ー
完
成

・
日
本
キ
ジ
の
飼
育
開
始
、
ア
メ
ノ
ウ
オ
の
養
魚
ふ
化
開
始

・
面
河
村
敬
老
年
金
制
度
発
足

・
通
学
道
(
画
一
小
̃
成
窪
)
自
衛
隊
に
よ
り
開
設

・
河
口
橋
架
設

・
面
河
村
農
業
協
同
組
合
を
解
散
し
、
久
万
農
協
面
河
支
所
と
な
る

・
老
人
家
庭
奉
仕
員
(
一
名
)
設
置

・
上
浮
穴
生
活
環
境
事
務
組
合
で
、
し
尿
「
し
み
処
理
開
始

・
村
内
電
話
自
動
化

・
県
営
国
民
循
舎
「
石
鎚
」
を
簡
易
宿
舎
「
岩
黒
山
荘
」
が
買
収
移
管

・
渋
革
幼
児
学
級
校
舎
新
築

・
村
名
改
称
四
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

・
高
知
営
林
局
面
河
山
国
有
林
(
四
千
九
十
五
㌶
)
を
永
久
保
存
決
定
宣
言

・
面
河
村
章
制
定

●
夜
間
照
明
施
設
完
成
(
面
河
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

・
村
内
村
道
以
外
の
生
活
道
舗
装
実
施

●
村
有
林
と
し
て
下
山
(
一
〇
・
三
㌶
)
買
収

三三三溺
ン化したもので、中央の柱

は高くそびえる山を表し、両

側の丸みは両河川と割石
川を、モミジは面河村の観

光を象徴している。横に力

強くひろかった翼は、ふるさ

との飛躍と発展を表現して
いる
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一
九
七
九

一
九
八
〇

一
九
八
一

一
九
八
二

昭
和
5
4

昭
和
的

昭
和
5
6

昭
和
5
7

・
県
道
(
通
仙
橋
̃
渋
草
間
)
二
車
線
拡
張
工
事
開
始

・
面
河
漠
の
空
船
橋
架
け
替
え
工
事
完
成

・
渋
革
に
「
み
ん
な
の
広
場
」
建
設

・
国
土
調
査
開
始

・
中
核
林
業
振
興
地
域
の
指
定
を
受
け
る
(
上
浮
穴
郡
五
力
町
村
)

・
面
河
第
一
幼
児
学
級
校
舎
新
築
完
成

・
面
河
中
学
校
に
し
・
し
教
室
設
置

・
村
内
母
子
家
庭
医
療
費
免
除
実
施

・
面
河
村
庁
舎
、
住
民
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
完
成

・
毒
見
丈
太
郎
翁
、
背
広
綱
胸
像
完
成
。
除
幕
式
挙
行

・
若
山
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
完
成

・
面
河
渓
道
路
舗
装
工
事
完
工
(
通
天
橋
̃
国
民
椿
舎
)

・
台
風
9
号
被
災
。
村
道
大
成
線
災
害
で
復
旧
工
事
着
工

・
渋
草
幼
稚
園
、
面
河
第
一
幼
稚
園
開
設

・
西
の
谷
林
道
開
通

・
面
河
村
「
第
一
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
実
施

・
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
開
始

・
面
河
村
広
報
無
線
施
設
完
成

・
面
河
村
歯
科
診
療
所
開
設

・
夜
間
照
明
施
設
完
成
(
面
河
第
一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

・
面
河
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
花
と
木
を
制
定
(
花
・
リ
ン
ド
ウ
、
木
・
モ
ミ
ジ
)

・
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
新
築

・
1
9
8
2
年
(
石
鎚
山
標
高
年
)
諦
念
ア
ー
チ
完
成
(
関
門
)

・
台
風
1 

9
号
に
よ
り
土
砂
崩
れ
(
二
名
死
亡
)

・
村
道
前
組
縁
故
良
工
事
過
疎
代
行
開
始

・
農
道
昼
野
橋
架
設

・
峰
林
道
舗
装
完
了

・
公
営
住
宅
木
造
平
屋
五
棟
十
戸
建
完
成

・
林
道
台
帳
全
路
線
整
備

・
岩
黒
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
完
成

・
西
浦
農
道
開
設

・
西
浦
農
道
舗
装
完
了

・
西
の
谷
農
道
開
設

・
昼
野
農
道
開
設

・
公
営
住
宅
木
造
平
屋
四
棟
八
戸
建
完
成

・
村
名
改
称
五
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

・
面
河
村
森
林
組
合
事
務
所
新
築
完
成

・
上
成
農
道
舗
装
完
了

・
昼
野
農
道
舗
装
完
了

・
大
成
農
道
開
設

・
大
日
大
崎
林
道
開
設

・
面
河
村
体
育
館
落
成

・
第
一
回
聖
流
郷
ま
つ
り
実
施

・
公
営
住
宅
二
棟
四
戸
建
完
成

・
面
河
橋
架
設

・
渋
革
・
前
組
で
火
災
(
三
棟
焼
失
)

・
黒
妙
林
道
開
設

・
成
窪
簡
易
給
水
施
設
完
了

・
面
河
村
自
然
休
養
林
利
用
者
協
力
金
問
題
審
議
会
設
置

・
本
組
農
道
開
設

・
作
業
道
北
向
・
林
道
峰
支
線
開
設

・
本
村
農
道
開
設

・
第
一
回
純
涼
大
会
実
施

・
お
も
ご
ふ
る
さ
と
市
場
オ
ー
プ
ン

・
河
の
子
林
道
開
設
(
支
線
開
設
)

・
長
ツ
エ
林
道
開
設

・
本
村
は
場
整
備
完
了

・
渋
革
竹
の
谷
集
会
所
完
成

おもごふるさと市場。平成6年には面河特産品開発センターが併設され、

「おもごふるさと駅」として村の観光の中心となる
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・
特
用
林
産
物
生
産
組
合
出
荷
施
設
(
ま
い
た
け
)
完
成

・
村
政
百
周
年
記
念
式
典
(
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
来
演
)

・
本
村
は
場
整
備
完
了

・
面
河
村
森
林
組
合
製
材
工
場
落
成

・
渋
革
集
会
所
「
陽
だ
ま
り
の
部
屋
」
完
成

・
林
道
黒
妙
緑
(
S
6 

1
̃
H
l
)

・
林
道
長
ツ
工
藤
(
S
6
3
̃
H
l
)

・
3
月
1 

6
日
、
風
呂
場
よ
り
出
火
(
若
山
、
焼
失
面
積
八
平
方
㍍
)

・
前
組
は
場
整
備

・
大
成
農
道
完
成

・
砂
地
区
簡
易
水
道
完
成

・
松
本
記
念
館
寄
付

・
名
誉
村
民
に
故
松
本
明
重
氏
推
挙
(
胸
像
建
立
)

・
面
河
山
岳
博
物
館
落
成

・
中
通
簡
易
水
道
開
設
完
成

・
林
道
上
成
線
(
S
5
2
̃
H
3
)

・
8
月
1 

8
日
、
国
民
椿
舎
「
面
河
」
裏
国
有
林
に
お
い
て
、
観
光
客
の
花
火
が

原
因
で
出
火
(
焼
失
面
積
〇
・
四
二
岬
)

・
1 

0
月
2 

7
日
、
風
呂
場
よ
り
出
火
(
笠
方
、
焼
失
面
積
百
六
平
方
㍍
)

●
‖
月
2 

2
日
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
お
い
て
ク
レ
ー
ン
車
よ
り
燃
料
漏
れ

の
た
め
出
火

面河山岳博物館開館諦念式典

・
3
月
2 

5
日
、
須
崎
松
山
線
の
国
道
4
9
4
号
昇
格
決
定

・
中
通
水
道
完
成

・
国
土
調
査
事
業
完
了
除
幕
式
典
挙
行

・
相
の
木
水
道
完
成

・
老
人
医
療
費
無
料
化

・
面
河
村
公
営
住
宅
渋
革
団
地
一
棟
十
戸
建
完
成

・
国
道
4
9
4
号
渋
革
地
区
用
地
交
渉
開
始

・
3
月
1 

4
日
、
山
林
火
災
(
笠
方
、
焼
失
面
積
十
二
岬
)

・
面
河
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
落
成

・
面
河
村
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
渋
革
第
二
団
地
一
棟
十
戸
建
完
成

・
馬
門
水
道
完
成

・
国
民
循
舎
「
面
河
」
レ
ス
ト
ラ
ン
改
築

・
面
河
村
総
合
計
画
作
成

・
面
河
村
行
政
改
革
大
綱
策
定

・
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
一
棟
二
戸
建
完
成
(
若
山
)

・
林
道
ヤ
ナ
ズ
メ
線
(
H
2
̃
H
7
)

・
林
道
太
鼓
森
線
(
H
2
̃
H
7
)

・
里
成
簡
易
水
道
完
成

・
河
合
水
道
完
成

・
財
務
会
計
住
民
登
録
電
算
化
導
入

・
1
月
2
6
日
、
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
で
出
火
(
大
成
、
焼
失
面
積
七
十
平
方
㍍
)

・
3
月
1 

4
日
、
山
林
火
災
(
前
組
、
焼
失
面
積
十
五
岬
)

・
日
月
1 

4
日
、
山
林
火
災
(
若
山
、
焼
失
面
積
四
岬
)

モモンガ
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・
2
月
1
日
、

・
4
月
1
日
、

・
6
月
2 

5
日
、

・
7
月
7
日
、

・
8
月
1
9
日
、

村
獣
モ
モ
ン
ガ
指
定

直
瀬
渋
革
線
県
道
昇
格

第
三
十
七
代
面
河
村
長
・
中
川
鬼
子
太
郎
辞
職

第
三
十
八
代
面
河
村
長
・
脇
本
武
雄
就
任

面
河
村
議
会
自
主
解
散

・
馬
門
黒
妙
集
落
道

・
前
組
は
場
整
備

・
第
四
十
五
回
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
愛
媛
大
会

・
第
二
十
九
回
四
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
愛
媛
大
会

・
国
民
宿
舎
「
石
鎚
」
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
埋
設
工
事

・
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
R
C
2
F
十
戸
建
(
下
西
の
谷
)

・
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
舗
装

・
笠
方
は
場
整
備
完
成

・
衛
星
系
防
災
行
政
無
線
整
備

・
団
体
事
務
所
新
設
(
森
林
組
合
・
商
工
会
)

・
1
月
1 

8
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
石
鎚
よ
り
出
火
(
焼
失
面
積
約
三
百
平
方
㍍
)

・
地
域
振
興
券
交
付

・
地
上
系
防
災
行
政
無
線
更
新

・
面
河
村
を
描
く
絵
画
展
開
催

・
国
道
4
9
4
号
新
相
川
橋
完
成

・
面
河
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
完
成

・
村
制
施
行
百
十
周
年
記
念
式
典

・
サ
テ
ラ
イ
ト
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

・
移
動
通
信
用
施
設
整
備
事
業
完
成

・
昼
野
地
区
簡
易
給
水
施
設
整
備

・
国
道
4
9
4
号
学
大
橋
完
成

・
本
組
上
西
地
区
人
家
火
災

(
死
者
一
名
)

・
小
網
林
道

(
H
7
̃
H
=
)

・
土
泥
・
河
口
・
中
ケ
市
防
火
水
槽
整
備

・
林
道
高
松
山
線

(
H
7
̃
H
1 

2
)

・
国
道
4
9
4
号
渋
革
工
区
三
橋
竣
工
式

・
国
道
4
9
4
号
竜
宮
橋
完
成

・
村
道
峰
線
災
害
復
旧
工
事
完
成

・
面
河
小
学
校
開
校

・
2 

1
世
紀
記
念
事
業

・
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

・
前
組
生
き
が
い
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
前
組
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
新
設

・
村
道
大
成
線
災
害
復
旧
工
事

・
五
味
・
中
村
地
区
簡
易
給
水
施
設
整
備

・
渓
泉
亭
寄
付
取
得

・
2
月
5
日
、
か
み
う
け
な
合
併
協
議
会
(
任
意
)
設
置

・
6
月
1
日
、
か
み
う
け
な
合
併
協
議
会
(
法
定
)
設
置

・
6
月
、
面
河
村
合
併
推
進
協
議
会
設
置

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
(
十
墓
)

・
面
河
村
森
林
再
生
支
援
事
業

・
戸
籍
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

・
面
河
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

・
林
道
栃
原
線
(
H
l 

O
̃
H
1
4
)

●
七
五
郎
林
道
(
H
7
̃
H
1 

4
)

・
3
月
3 

1
日
、
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

・
8
月
1 

3
日
、
新
町
名
を
「
久
万
高
原
町
」
に
決
定

・
1 

2
月
1 

4
日
、
合
併
協
定
書
調
印

・
中
組
集
会
所
整
備
事
業

・
村
民
体
育
館
駐
車
場
舗
装
工
事

・
面
河
中
学
校
教
員
住
宅
建
設

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

・
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

・
3
月
1 

8
日
、
在
宅
介
護
支
援
施
設
「
お
も
で
」
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
」
落

成
式
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